
匝瑳探訪

市
長
の

つ
ぶ
や
き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
発
生
か
ら
３

年
余
り
た
っ
た
昨
年
５

月
「
５
類
」
へ
移
行
さ
れ
、

収
束
へ
向
か
い
コ
ロ
ナ
前

の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

日
本
で
は
紀
元
前
か
ら

疫
病
の
大
流
行
が
あ
り
奈

良
時
代
以
降
は
天
然
痘
や

は
し
か
、
江
戸
時
代
に
も

風
邪
や
コ
レ
ラ
な
ど
が
ま

ん
延
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
疫
病
流
行
を
伝
え
る
記
録
は
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
唯
一
「
疫
病
か
ら

村
を
救
っ
た
僧
侶
が
い
た
」
と
い
う
言
い
伝

え
を
飯
塚
地
区
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
飯
塚
、
吉
田
、
金
原
新
田

な
ど
の
地
区
で
10
年
ほ
ど
地
域
の
人
た
ち
の

協
力
を
得
て
、
１
７
０
０
年
前
後
か
ら
１
８

４
０
年
ご
ろ
ま
で
徳
川
幕
府
か
ら
信
仰
活

動
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
「
日
蓮
宗
不
受
不
施

派
」
の
歴
史
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
飯
塚
地
区
御み

た
ら
し

手
洗
集
落
の
墓
地
に

あ
る
題
目
塔
が
そ
の
僧
侶
の
関
係
し
た
も
の

だ
と
聞
き
ま
し
た
。

　

昨
年
初
冬
、
京
都
か
ら
市
内
と
多
古
町
の

寺
や
墓
地
の
石
塔
を
調
べ
に
見
え
た
人
を
案

内
し
て
、
50
年
ぶ
り
に
そ
の
石
塔
を
目
に
し

ま
し
た
。

　

縦
約
78
㎝
の
題
目
塔
の
正
面
に
「
南
無
妙

法
蓮
華
経
」、
下
部
に
「
縁
正
日
實
」
と
刻
ま

れ
、
１
７
２
８
（
享
保
13
）
年
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
頃
飯
塚
村
で
疫
病
が
は
や
り
、

日
實
が
経
を「
一
萬
三
千
五
百
部
」唱
え「
退

散
」を
祈
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
實
は「
不

受
不
施
僧
」
の
名
簿
に
よ
る
と
、「
飯
塚
村
妙

長
寺
」
と
あ
り
、
妙
朝
寺
（
通
称
・
西
の
寺
）

21
世
と
同
一
人
物
で
、
飯
塚
村
を
中
心
に
信

仰
活
動
を
行
っ
た
よ
う
で
、
１
７
４
９
（
寛

延
２
）年
に
死
亡
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
の
不
受
不
施
派
信
仰
は
、
お
よ
そ

２
０
０
年
間
に
飯
塚
庵
や
金
原
新
田
庵
を
拠

点
に
４
０
０
人
近
い
農
民
と
50
人
ほ
ど
の
不

受
僧
の
活
動
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
實
の
題
目
塔
に
は
花
と
令
和
５
年
春
彼

岸「
脇
、
真
々
田
」、
同
年
秋
彼
岸「
御
手
洗
」

集
落
の
人
た
ち
に
よ
り
真
新
し
い
塔
婆
が
上

げ
ら
れ
、
３
０
０
年
続
く
日
實
へ
の
あ
つ
い

信
仰
が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
依
知
川
雅
一
）

 

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班
☎
73
・
０
０
８
０

No.214

疫病退散
─────────飯塚を歩く 

日實の題目塔

No.22

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
卒
業
ソ
ン
グ
が
た
く

さ
ん
流
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
他
に

も
春
の
代
名
詞
で
あ
る
桜
を
感
じ
る
歌
や
新

生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
勇
気
付
け
て
く
れ
る
応

援
ソ
ン
グ
な
ど
、
も
う
そ
ん
な
季
節
か
と
、

昔
を
振
り
返
り
つ
い
口
ず
さ
み
た
く
な
る
春

の
歌
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
曲
が
思
い
浮
か
び

ま
す
か
？　

私
は
先
月
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
演
芸
大
会
で
聴
い
た
「
北
国
の
春
」
が

耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
既
に
報
道
発
表
な
ど
で
ご
存
じ
の

人
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
月
の
31
日
（
日
）
15
時
に
銚
子
連
絡
道
路

二
期
区
間
（
横
芝
光
町
〜
匝
瑳
市
の
延
長
５

㎞
）が
開
通
し
ま
す
。

　

こ
の
「
銚
子
連
絡
道
路
」
は
、
銚
子
市
と

山
武
市
を
連
結
し
、
山
武
・
東
総
地
域
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
と
な
り
ま
す
。
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
な
ど

の
高
規
格
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
し
、

地
域
間
相
互
の
連
携
・
交
流
の
促
進
、
国
道

１
２
６
号
の
交
通
混
雑
の
緩
和
、
安
全
性
の

向
上
、
物
流
の
効
率
化
、
救
急
医
療
へ
の
支

援
な
ど
地
域
の
活
性
化
や
県
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
に
資
す
る
道
路
と
な
り
ま
す
。

　

私
が
申
す
の
も
お
か
し
な
話
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
道
路
の
完
成
に
向
け
、
日
々

工
事
が
進
ん
で
い
く
様
子
を
眺
め
な
が
ら
言

葉
に
で
き
な
い
感
情
と
ま
だ
見
ぬ
匝
瑳
市
の

未
来
へ
の
期

待
が
湧
き
上

が
っ
て
き
ま

す
。
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
進
展
な
ど
に
よ
る
効
果
を
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
引
き
続
き
匝
瑳
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
産
業
用
地
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
通
に
先
立
ち
ま
し
て「
匝
瑳
市
・

横
芝
光
町
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
☆
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」が
20
日（
水
・
祝
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
開
通
前
の
道
路
を
歩
く

「
歩
き
初
め
」
を
皮
切
り
に
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
出
演
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
大
変
貴
重
な
機
会
に
、
夢

と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
歩
き
出
し
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
本
紙
３
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

市
長
に
就
任
し
て
は
や
２
年
、
任
期
の
折

り
返
し
を
迎
え
ま
す
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

お
ご
り
高
ぶ
っ
た
り
、
油
断
し
た
り
す
る
気

持
ち
を
戒
め
、
引
き
続
き
思
い
っ
切
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

匝
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長
　

宮
内
康
幸

銚
子
連
絡
道
路
い
よ
い
よ
匝
瑳
市
へ
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力
作
募
集
中

短
　

歌 

依
知
川　

雅
一 

推
薦

夫
と
我
足
し
て
も
な
ら
ぬ
一
人
前

　

足
り
な
い
分
は
笑
い
で
増
や
す 

鈴
木　

志
子

十
六
夜
の
冴
え
冴
え
と
し
て
冬
の
空

　

あ
た
り
を
祓
い
な
お
も
静
け
き 

古
谷
由
美
子

四
年
ぶ
り
フ
ラ
の
発
表
会
体
感
に　

　

覚
え
し
踊
り
無
我
の
境
地
で 
鈴
木　

知
子

蝋
梅
は
畑
の
角
に
香
を
放
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

境
界
線
の
役
目
を
果
た
す 

鈴
木　

和
子

味
噌
づ
く
り
家
族
み
ん
な
の
協
力
の　
　
　

　

仕
込
み
を
終
え
て
梅
雨
明
け
を
待
つ 

宮
内　

ゆ
き

庭
隅
で
梅
を
見
上
げ
る
万
両
と

　

さ
え
ず
る
小
鳥
と
も
に
春
待
つ 

岩
井
の
ぶ
子

空
暗
く
小
雨
ぱ
ら
つ
く
昼
下
が
り　
　

　

静
か
に
咲
け
り
白
梅
の
花 

大
木　

洋
一

 

川
口　

城
司 

推
薦

移
動
困
難
な
り
た
る
わ
れ
ら
三
姉
妹

　

聲
に
互
み
を
案
じ
合
ひ
を
り 

稲
葉　

雪
子

窓
下
に
狸
一
匹
ま
ど
ろ
め
ば

　

其
に
合
は
せ
て
呼
吸
を
し
て
み
ぬ 

石
田　
　

治

俳
　

句 

椿　

和
枝 

推
薦

冬
晴
や
細
き
か
ひ
な
の
阿
修
羅
像 

山
﨑
智
惠
子

蠟
梅
の
香
り
か
す
か
に
歯
科
医
院 

安
藤　

建
子

ア
ン
カ
ー
の
口
許
締
ま
り
日
脚
伸
ぶ 

椎
名　

晴
江

節
分
の
肌
に
た
っ
ぷ
り
化
粧
水 

鈴
木　

志
子

図
書
館
へ
妻
の
誘
ひ
や
黄
水
仙 

那
須　

恒
雄

冴
返
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
音
高
し 

佐
々
木
之
子

今
年
こ
そ
争
ひ
な
き
世
と
初
詣 

伊
橋　

勝
利

　

 

川
口　

城
司 

推
薦

窓
枠
が
額
に
な
っ
た
り
寒
椿 

野
仲　

妙
子

蔦
紅
葉
学
舎
の
壁
を
覆
ひ
ゐ
き 

石
田　
　

健

春
い
ま
だ
遠
し
寄
せ
来
る
波
荒
し 

佐
藤　

和
夫

川
　

柳 

勝
又　

康
之 

推
薦

人
生
は
苦
労
重
ね
て
末
は
楽 

佐
久
間
美
智
子

耐
え
忍
ぶ
生
き
る
喜
び
き
っ
と
来
る 

土
屋　

秀
雄

人
生
は
鈍
行
で
良
い
あ
せ
ら
ず
に 

鵜
澤　

澄
子

限
り
あ
る
人
生
だ
か
ら
マ
イ
ペ
ー
ス 

林　

長
三
郎

九
十
年
山
と
谷
あ
り
微
笑
あ
り 

中
村　

九

夢
捨
て
ず
長
い
患
い
日
々
笑
顔 

安
藤　

幸
恵

◆
公
民
館
ま
つ
り
川
柳
大
賞　

お
題「
春
」

淡
く
消
え
初
恋
の
よ
う
春
の
雪 
江
波
戸
京
子

 

川
口　

城
司 
推
薦

寒
い
夜
コ
ン
ビ
ニ
お
で
ん
よ
く
売
れ
る 

須
貝　

玉
泉

イ
ケ
メ
ン
の
医
師
に
会
う
日
は
念
入
り
に 

野
仲
て
つ
幹

　３月にオープンする地域の居場所
「ブックカフェ＆リユースぐるり」で
は、本棚の区画貸し制度に挑戦してい
ます。執筆時点で利用者数は51人で、
周辺自治体にお住まいの人のご利用
も多くなっていることから（＝右図）、
交通の要衝である匝瑳市の「地域活性
のハブ」としての現在の潜在力を感じ
ました。
　歴史を見れば、匝瑳市は古くから東
総地域の交通の要衝であり、法務局や

本市の新たな魅力を発掘する地域おこし
協力隊員・北條将徳さんが、活動を通じ
て発見した「匝瑳の輝き」を紹介します。

ふるさと通信
No.1

交通の要衝の潜在力　 簡易裁判所があるというのもうなずけ
ます。
　古くから、人の暮らしにとって交通
は“自由”をつかさどる重要な要素で
ありました。コロナ禍を経て浸透した
リモートワークや、自動運転の発展と
いう技術革新があっても、「自分の意
思で身体を動かして移動したい」とい
う身体性からの願望は変わりません。
　今後は本棚オーナーや利用者の皆さ
んが集うことで、匝瑳市の魅力を皆さ
んと一緒に再発見し、お店という“目
に見える地域メディア”として、新し

い価値を付けて拡散することができる
のでは、と考えています。一緒にやっ
ていきませんか。

　

＼地域おこし協力隊員の／

キラッと
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